2011年3月7日
株式会社住化分析センター
欧州REACH規則の成形品中SVHC（高懸念物質）届出サービスの開始について
株式会社住化分析センター（本社：大阪市、社長：中塚巌）は、2011年3月からREACH規則における成形品中のSVHC（高懸念物質）届出サービスを開始いたしました。

欧州REACH規則では、一定以上の発がん性、変異原性、生殖毒性物質など、人や環境へ深刻な影響を及ぼす、高懸念の有害特性を持つ物質がSVHS（高懸念物質：Substance of very high concern）とされ、順次、認可対象候補物質リスト（SVHCリスト）に収載されていますが、リスト収載物質は、成形品への含有が規制されます。

成形品中のSVHC(収載物質)については、成形品中に1物質あたり0.1%以上含有し、その含有総量が1製造者（または輸入者）あたり年間1トン以上で、当該物質のREACH登録にその用途が含まれていない場合に、欧州化学品庁への届出が必要となります。(REACH規則７条)

SVHCリストに2010年12月1日までに収載された38物質については2011年5月31日までに、2010年12月1日以降に収載された物質（2010年12月15日に8物質追加。今後も順次追加されていく予定）については収載後6カ月以内に届出が必要です。ただし、成形品中にSVHCを含んでいても、人および環境へのばく露が排除できる場合には届出が免除となります。
届出対象者は欧州域内の成形品の製造者あるいは輸入者ですが、欧州域外の成形品の製造者は、｢唯一の代理人」を指名して届出を行うことが可能です。
また、届出要否にかかわらず、成形品中にSVHCを0.1%以上含む成形品の供給者には、情報伝達の義務があります。（REACH規則３３条）
　当社では、欧州（ベルギー）に現地法人(SCAS Europe)を設立し、欧州に化学物質を上市している日本国内外の顧客に向け、REACH本登録、届出、その他コンサルティングに関する業務をワンストップサービスで提供しています。

当社では、これらの豊富な経験を踏まえ、成形品中のSVHC届出についても、届出の必要性の有無の調査はもちろん、唯一の代理人としての届出および届出支援（届出資料の作成、届出実施）、届出代行サービスを提供いたします。さらに、成形品中のSVHCの含量測定（受託分析）やリスク評価や情報伝達支援などに関するご相談もお受けいたします。対象のユーザーは商社や自動車・家電等の部品組立てﾒｰｶｰ、機械ﾒｰｶｰなどを想定しています。
　サービス料金、規制の詳細等、ご不明な点につきましては、化学品安全事業部（電話：03-5259-5962, e-mail：scas_ccd_support@scas.co.jp）までお問い合わせ下さい。
＜住化分析センターのご紹介＞

　住化分析センターは、日本国内および海外（欧州、米国、豪州、アジア各国（中国、韓国、台湾他））における化学品申請、MSDS作成・管理など、化学品に関する国際的なコンサルティング事業を展開しており、すでに数多くの実績があります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かずもと、はやし さやか
お問い合わせ先：㈱住化分析センター　化学品安全事業部 楮本､林 沙耶香 03-5259-5962

成形品中のSVHC届出サービスについて：http://www.scas.co.jp/substance/18.html
